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カナダ原子力協会(CNA)年次大会参加概要報告 

2025 年 5 月 27 日 

(一社)日本原子力産業協会 

 

 2025 年 4 月 15 日～17 日、カナダ・オタワで開催されたカナダ原子力協会(CNA)

の年次大会に増井理事長が参加した。この機会に、カナダの原子力を巡る最新動向

を把握するとともに、同大会の運営方法等に関してリサーチを行った。また、ダー

リントン原子力発電所サイトに小型モジュール炉を建設予定のオンタリオ電力会

社(OPG)のサプライチェーン担当幹部と面談、OPG の原子力開発計画などについて情

報収集を実施した。 

 

CNA2025 大会全体像 

本大会は、2025 年 4 月 15 日から 17 日まで、オンタリオ州オタワのロジャース・

センターにて開催された。「Building for Tomorrow Today(明日を築く)」をテーマ

に掲げ、持続可能な社会に向けて原子力産業が果たす役割と今後の展望に焦点を当

てた、過去最大規模の開催となった。参加者数は約 1700 人にのぼり、講演者数は

60 名以上、セッション数は 30(基調講演、パネルディスカッション、セミナー、ネ

ットワーキングイベントなど多岐にわたる)を超えた。展示エリアには 80 以上の企

業ブースが出展された。 
 

初日には、カナダ原子力安全委員会（CNSC）やカナダ影響評価庁（IAAC）などの

規制当局によるセミナーが実施され、特に先住民コミュニティとの関与や小型モジ

ュール炉(SMR)に関する規制準備状況についての議論が交わされた。また、CNA が実

施した国内世論調査の結果をもとに、今後の原子力人材戦略についても検討がなさ

れた。さらに、選挙の結果が原子力産業に与える影響やエネルギー政策の地政学的

課題に関しても専門家による分析が紹介された。 
 

2 日目には、Hatch 社のネイサン・テッドフォード技術ディレクターが、カーボン

フリー社会の構築における原子力の役割について基調講演を行った。続いて行われ

た国際パネルディスカッションでは、「Building Resilience: International 

Responses and Collaboration in the Nuclear Industry」と題し、カナダと海外

のパートナーが協力し、原子力技術の開発や規制、普及をどのように進めていくか

について意見を交わした。また、ジョージアン・カレッジをはじめとする教育機関

が、原子力産業における人材育成のためのトレーニングプログラムやマイクロクレ

デンシャル制度の導入事例を紹介し、実務的な教育連携の可能性が示された。 
 

最終日となる 3 日目には、CNSC のピエール・トレンブレイ代表取締役社長が登壇

し、カナダの原子力規制の現状とその未来について語った。その後行われたクロー

ジングランチでは、3 日間の成果を振り返りながら、参加者同士がさらなるネット

ワーキングを深める機会が設けられた。 

 

 

 

資料４ 
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本大会の大きな特徴は、産業界、政府、教育機関、さらには先住民代表など、幅

広い関係者が参加し、多角的な視点から原子力の将来を見据えた意見交換が行われ

た点が挙げられる。中でも、2050 年を見据えた人材育成の重要性が繰り返し強調さ

れ、将来のエネルギー需要と産業維持のための教育投資が不可欠であるとの認識が

共有された。 
 

なお、CNA は 2025 年 10 月 20 日から 22 日にかけて、サスカチュワン州サスカト

ゥーンで「CNA WEST」を開催する予定である。これは、カナダ西部の原子力開発の

潜在力と地域経済への貢献を探る初のイベントとして位置付けられており、今後の

原子力政策の地域展開にも注目が集まっている。 

  
会場（ロジャースセンター）外観                 ウエルカムレセプション@ホワイエ 

     

  エネルギー大臣挨拶＠ウエルカムレセプション                      朝食会場 

            

スポンサーが 54 社            CNA 暫定理事長 ジョージの開会式講演 
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CEO セッション                        ランチ中のパネルディスカッション 

 

  
1100 席あるメイン会場                            展示室  81 ブースあり 

以 上 


